
「さっ
 

 

７月１

札幌市を

協働で取

 

札幌市

南幌町及

維持し、

しました

また、

盤に、札

１月に「

 

この度

のより一

ぽろ連携

これに

づくり」

なお、

「ザ・ビ

 

北海道

さっぽろ

連携して

 

 

【「さっぽ

(１) 地域

(２) 災害

(３) ボラ

(４) 障が

(５) 文化

(６) その

 

 
【本件に関

マックス

イオン北

ぽろ連携

２日（金）、

中枢都市と

り組むべく

、小樽市、岩

び長沼町の

魅力あるま

。 

札幌市とイオ

幌市のより一

さっぽろまち

、さっぽろ

層の推進と

中枢都市圏

より、「災害

など、６項

北海道のイオ

ッグ」、「イオ

のイオング

圏１２市町村

取り組んでま

ぽろ連携中枢

域とともに環

害に強い、安

ランティアな

がい者の自立

化芸術やスポ

の他両者の協

Ｎ

関するお問い

スバリュ北海

北海道株式会

携中枢都市

北海道のイ

してさっぽろ

「さっぽろ連

岩見沢市、江

さっぽろ圏

ちづくりを進

オン株式会社

一層の発展

ちづくりパー

圏１２市町村

、圏域におけ

『まちづくり

害に強い、安

目についてさ

オングループ

オン」、「イオ

グループは、

村との連携を

まいります。

枢都市圏『ま

環境行動を実

安全・安心な

など市民の主

立支援を通じ

ポーツの振興

協議により決

ＮＥＷＳ 

い合わせ先】

海道株式会社

会社 総務部

市圏『まち

イオングルー

ろ圏１２市町

連携中枢都市

江別市、千歳

１２市町村は

進めるため、

社は、双方が

と飛躍を目指

ートナー協定

村と北海道の

ける官民が連

りパートナー

安全・安心な

さまざまな取

プは、さっぽ

オンスーパー

これからも

を深め、地域

。 

まちづくりパ

実践するまち

なまちづくり

主体的な活動

じた、ぬくも

興を通じた創

決定した事項

ＲＥＬＥＡ

】 

社  経営企画

部広報・ＩＲ

ちづくりパ

ープ（マック

町村が推進す

市圏『まちづ

歳市、恵庭市

は、人口減少

、２０１９年

が持つ資源を

指したまちづ

定」を締結し

のイオングル

連携したまち

ー協定』」を

なまちづくり

取り組みを進

ぽろ連携中枢

ーセンター」

も地域のくら

域の活性化や

パートナー協

づくり 

 

動を応援する

りあふれる

創造性を育む

項 

ＡＳＥ

画部    

Ｒ 佐藤・山

パートナー

クスバリュ北

する「さっぽ

づくりパート

市、北広島市

少・少子高齢

年３月に「さ

を有効に活用

づくりに取り

しました。

ループは、さ

ちづくり活動

締結するこ

り」、「地域と

進めてまいり

枢都市圏の１

等１０１店

らしに根ざし

や市民の皆さ

協定』」の概要

まちづくり

共生のまちづ

まちづくり

     

山崎    

 ２ ０ １

マックス

イ オ ン

ー協定』

北海道㈱・イ

ぽろ連携中枢

トナー協定』」

市、石狩市、

齢化において

さっぽろ連携

用し、産官相

り組むことを

さっぽろ連携

動を促進する

ととなりまし

とともに環境

ります。 

１２市町村に

店舗を展開し

した企業とし

さまへの新し

要】 

づくり 

電話:０１１

電話:０１１

９ 年 ７ 月

スバリュ北海道

ン 北 海 道 株

」締結に

イオン北海道

枢都市圏」に

」を締結しま

当別町、新

ても、圏域内

携中枢都市圏

相互の連携と

を目的に、２

携中枢都市圏

ることを目的

した。 

境行動を実践

に「マックス

しております

して、これま

しいサービス

１-６３１-５

１-８６５-９

月 １ ２ 日

道株式会社

株 式 会 社

について

道㈱）は、

について、

ました。 

新篠津村、

内の活力を

圏」を形成

と協力を基

２０１４年

圏ビジョン

的に「さっ

践するまち

スバリュ」、

す。 

まで以上に

スの創出に

以上

５１９２ 

９１１１ 

  

 

 



＜札幌市へ寝具一式を寄贈＞ 

 

＜幸せの黄色いレシートキャンペーン＞

 

＜豊平川の拡大清掃＞ 

 

ご参考「さっぽろまちづくりパートナー協定」に関する取り組みの一例 

 

■災害に強い、安全・安心に関する取り組みについて 

イオンでは、災害時に地域のお客さまのくらしを支え、社会インフラの役割を果たしていけるよう、

地震や津波を想定した防災訓練を継続的に実施し、自治体や企業、病院と防災協定を締結するなど、  

事業計画に備える取り組みを積極的に進めております。 

昨年発生した北海道胆振東部地震では、この防災協定に基づき、地

震発生直後より各自治体からの要請に応じた食品や日用品などの支援

物資を約５万１千個送付し、札幌市へは公営住宅に入居された方への

物的支援として寝具一式及び飲料水を寄贈いたしました。また、全国

のイオングループの店舗・事業所約７,５００カ所において緊急支援募

金を実施し、北海道に２,３００万円、札幌市に１,２５２万７,４５５

円を寄付いたしました。 

 

■地域社会とともにボランティア活動や環境保護活動を推進 

～「イオン 幸せの黄色いレシートキャンペーン」と「クリーン＆グリーン活動」について 

イオンでは、毎月１１日を「イオン・デー」とし、従業員や地域の

皆さまとともに環境・社会貢献活動に積極的に取り組んでおります。 

「イオン 幸せの黄色いレシートキャンペーン」は、地域に根ざし

たボランティア団体さまをお客さまとともに支えていく活動であり、

毎月１１日のお買物精算時に、お客さまにお渡しした黄色いレシート

を、店内に設置している団体名や活動内容が書かれた専用ＢＯＸに自

ら投函いただくことで、そのレシート合計金額の１％相当の品物を、

各団体さまに寄贈する取り組みです。２０１８年度はイオン北海道㈱ 

で約２,１５６万円相当の品物を、マックスバリュ北海道㈱では   

約７０６万円相当の品物を道内各地のボランティア団体さまへ贈呈い

たしました。 

また、「イオン・デー」では、店舗周辺の街並みの美化活動「クリー

ン＆グリーン活動」を実施しております。これは、従業員がボランテ

ィアで店舗周辺などを清掃する取り組みで、毎年１０月には、通常の

活動より範囲を拡大し、店舗周辺や公共の場などの清掃活動を行って

おります。 

 

■資源循環の促進～「レジ袋削減」について 

イオンでは、限られた資源を有効に活用し、地球環境を守るため１９９１年より「買物袋持参運動」

に取り組み、北海道のイオングループでは、２００８年６月より食品レジ袋の無料配布中止の取り組み

を行っております。現在、道内では「マックスバリュ」「イオン」等１２６店舗に広がっており、多くの

お客さまがマイバッグの持参等にご協力くださり、実施店舗でのレジ袋の辞退率は８０％超となりまし

た。 

また、レジ袋をご希望のお客さまには、有料で植物由来材料を主原

料としたバイオマス素材を配合したレジ袋を有料でご提供しており、

その販売収益は店舗が所在する自治体などを通じて、環境保全活動に

お役立てていただいております。２０１８年度の北海道のイオングル

ープ２社の販売収益は１６８万８,９５５円となりました。 


